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Care Hubは、これまで分散されていた情報
や業務を一つにつなぎ、事務現場の負担を

減らし、支える人も無理なく力を発揮でき

る社会を実現します。
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訪問診療の請求業務をペーパーレス化｜CareHubが実現するコスト削減と業
務効率化

CareHubの開発を通して実現したいことや、長期的
な視点で目指している世界について教えてください。
根本として、私は在宅医療という仕事そのものが本当に好きな
んです。人生の最期、いわば「フィナーレ」という最も大切な
場面に関わらせていただき、少しでもお役に立てるこの仕事は
本当に素晴らしいものです。
だからこそ、この在宅医療という仕組みを持続可能なものにし
なければなりません。 CareHubを通して実現したいのは、日
本の在宅医療業界全体から「無駄を省く」ことです。
現場の時間はもちろん、人材も有限です。毎月の煩雑な事務作業でスタッフが疲弊し、離職してしまえ
ば、結果的に診られる患者さんの数も減り、クリニックの経営は成り立たなくなってしまいます。
単なる業務の効率化ではなく、CareHubによって無駄をなくし、生まれた時間と人的リソースを本来の
医療や患者支援へと返していくこと。
経営を見直し、持続可能な在宅医療を提供していくことが、マクロな視点でのCareHubの大きな役割だ
と考えています。

在宅医療を守るための大きな目的があるのですね。で
はミクロ的な視点として、CareHubの具体的な機能
について教えてください。
CareHubの機能は、大きく分けて「患者さん向けの機能」と
「クリニック向けの管理機能」の2つで構成されています。
まず患者さん向けには、専用のWebページをご用意していま
す。お渡ししたIDとパスワードでログインしていただくと、毎
月の請求書や領収書、次回の診療予定、医療費控除の金額など
がスマートフォンやパソコンから簡単に確認できる機能です。
アカウントはご家族で共有できるため、離れて暮らすご家族も「次にいつ先生が来るのか」といった診
療予定を把握できます。また、クリニック側から予防接種の案内などの「お知らせ」を一斉配信できる
機能も備えています。
一方、クリニック向けの管理機能では、電子カルテ（ORCA等）との連携が重要になります。
在宅医療では医療費と介護療養費の2種類の請求が発生しますが、これまでは別々のシステムからデータ
を出力し、手作業でExcelに入力して合算するという非常にアナログでミスの起きやすい業務を行ってい
ました。
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訪問診療を利用される方の中には、ご高齢でスマートフォンをお持ちでない方や、インターネット環境
がない方もいらっしゃいます。そういった方々には決して無理をさせず、これまで通り紙での対応を継
続できるよう設計しました。
システムで効率化できる部分は徹底して効率化しつつも、デジタルが難しい方には今まで通りしっかり
と寄り添っていく。
今後の在宅医療の持続性を、患者さんのことも含めて全体で考えたこの「ハイブリッドな運用」こそ
が、私のこだわりです。

CareHubは両方のシステムと連携して自動で合算を行い、患者さんのWebページに反映させます。
さらに、施設単位での請求書の一覧出力や、口座振替を利用している患者さんの引き落としデータもワ
ンクリックで一括作成できるため、事務スタッフが金額を一つひとつ入力する手間は劇的に軽減されま
す。

システム開発において、齊藤さんならではのこだわり
はありますか？
システム開発において最も大切にしたのは、「誰も取り残さな
い」という想いです。
CareHub自体はペーパーレス化やDXを推進するためのシステ
ムですが、「紙なんていらない」と一方的にデジタル化を押し
付けるつもりはまったくありません。
これまで現場で大切に提供してきた、患者さんへのあたたかい
医療の形を崩したくないんです。

実際に利用されている患者さんやご家族の方の反響はいかがですか？
現在、運用している中之郷クリニックでは、95%以上の方にCareHubを利用していただいています。
「高齢者だから使えないのではないか」というのは医療機関側の思い込みで、実際にはご家族が操作さ
れるケースも多く、「毎月大量に来ていた医療と介護の紙の請求書がなくなり、一元管理できて助か
る」との声も寄せられています。
また、CareHubの導入はこれまで見えなかった課題の解決にも繋がっています。例えば、ある施設で
は、クリニックから毎月郵送していた紙の請求書がご家族に渡らず、施設側でただ保管されているだけ
だったという事実が発覚しました。
システム化に踏み切ったことでこうした実態が可視化され、意味のない請求書作成作業をストップする
ことができました。ペーパーレス化は、単に紙を減らすだけでなく、現場に潜む根本的な無駄を省き、
業務を改善するという大きな効果も生み出しています。

CareHubを利用することで得られるコスト削減などの具体的な価値や、料金体制につい
て教えてください。
定量的な面で言うと、患者数500人のクリニックが毎月請求書を郵送する場合、印刷代、紙代、封筒・
切手代、そして請求書作成～封入作業に関わる人件費を含めると、最低でも月額約16万円、年間で約
200万円のコストがかかっていると試算しています。
それに対して、CareHubの料金体系は初期費用が20万円、月額利用料が5万円の定額制です。
つまり、CareHubを導入した場合の費用は初年度が80万円、2年目以降は年間60万円となり、従来のコ
ストを約3分の1に抑えることができるんです。
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